
【今回の操作講習の概要】

７月２９日～８月１日の４日間で中国技術事務所構内を使った橋梁点検車の操作講習会を

行いました。

橋梁点検車の操作講習は今年で５年目となり、今年度の受講者数は４９名でした。

講習は、座学として操作の要点説明を１時間程度、実際の橋梁点検車を使った操作訓練を

2名１班で約３０分のスケジュールで行いました。

また、今年度は新たに「橋梁点検のポイント」を説明に追加しました。

▲橋梁点検のポイントを説明 ▲操作説明（座学）

【操作講習の目的】

中国地方整備局が保有している橋梁点検車（バケット式）は特殊な車両で、操作も複雑で

す。

そのため、橋梁点検車に関する基本的な知識を習得し、機械の操作にも慣れていただくこ

とで、安全で適正な橋梁点検車の操作の元、確実な橋梁点検ができるように、橋梁点検に携

わる方等を対象として毎年実施しています。

講習風景

実機による操作訓練


